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１ いじめに対する基本的な認識 

 (1) いじめに対する学校の認識 

  ① いじめは、いじめを受けた生徒の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な成長

及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命または身体に重大な危険を生じさ

せるおそれがあるものです。 

  

 ② いじめは、人間として許されない卑怯な行為です。 

  

 ③ いじめは、どの学校でも、どの生徒にも起こりうる、全ての子どもに関係する問題です。 

  

 ④ いじめの根絶は、学校だけで完結するものではなく、生徒、家庭、地域、関係機関が一体と

なって取り組むことにより可能となります。 

 

 

 

 

２ いじめ防止に向けた取組 

 (1)  いじめ防止に対する基本的な姿勢 

  ① 生徒にとって、学校が楽しく充実しているという実感が得られるような教育活動を推進するこ

とがいじめの未然防止の原点であるとの認識のもと、学校をあげていじめ防止に取り組みます。 

  

 ② いじめ防止に視点をあてた学校経営、学級経営等は、生徒が安心して学校生活を送れることに

つながり、ひいては学力向上などの教育目標の実現につながるという理念に基づき、積極的にい

じめ防止指導に努めます。 

  

 ③ 「いじめ防止推進委員会」を中心に、学校を挙げていじめ防止に取り組みます。 

  

 ④ 「いじめ防止推進委員会」にいじめ担当教諭を置き、校長の指示のもと、いじめ防止の連絡・

調整にあたります。 

  

  ⑤ 年度当初、「いじめ防止基本方針」について、生徒、保護者、地域等に説明します。 

   

  ⑥  「いじめ防止基本方針」を具現化したポスターなどを制作し、校内に掲示し、啓発に努めます。 

  

 ⑦ 全ての教育活動を通じた道徳教育及び体験活動等の充実を図ります。 

  

 ⑧ インターネットを通じて行われるいじめに対する対策の充実を図ります。 

  

 ⑨ いじめ防止等の校内研修を企画・実施します。 

  



 ⑩ 生徒自らが、いじめの問題性に気付き、考え、防止に向けて行動を起こせるような主体的な取

組をします。 

 

  ⑪ いじめられても抵抗できず一人で我慢したり、いじめに遭遇しても制止できない生徒が多かっ

たりすることを鑑み、確固とした自分の考えを主張できる生徒を育成するために、授業改善など

を通した取組を推進します。 

  

 ⑫ いじめ防止は、人権を守る取組であり、それと矛盾する教職員の体罰や暴言はあってはならな

いことです。教職員全員が、研ぎ澄まされた人権感覚をもって生徒の指導にあたります。 

  

 ⑬ いじめ防止や規範意識醸成のために、法教育に取り組みます。 

 

 

 (2) いじめ防止に向けた具体的な取組 

  ① 指導体制の確立 

    校内に次の委員会を設け、各委員会が中心となり、組織的にいじめ防止に取り組みます。 

   〇 企画・運営委員会 

       校長、教頭、教務主任、生徒指導主事、研究主任、各学年主任、養護教諭、事務主事 

〇 人権・同和教育推進委員会 

校長、教頭、人権・同和教育主任、生徒支援担当者、各学年人権・同和教育担当者 

〇 生徒指導推進委員会（兼 いじめ防止推進委員会） 

    校長、教頭、生徒指導主事（いじめ防止担当教諭）、各学年生徒指導担当者 

生徒支援担当者、養護教諭、（スクールカウンセラー） 

〇 特別支援教育推進委員会 

    校長、教頭、特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、生徒支援担当者、各学年主任、 

特別支援学級担任、養護教諭、通級指導教室担当者 

  

 ② 学びの保障の取組 

    自己肯定感や将来への夢を育むため、次のような取組を通じて、学びの保障に努めます。 

   ・ 指導と評価の一体化をめざしたわかりやすい授業づくり 

   ・ ＴＴ指導などによる個に応じたきめ細かな指導の推進 

   ・ 放課後、長期休業中など、定期的な補充学習の実施 

   ・ 自学室における支援体制の整備 

   ・ 体験学習やボランティア活動の推進 

  

 ③ 集団づくりの取組 

    生徒が安心できる、安全な生活空間・居場所としての学校づくりを進めるため、次のような取

組を通じて、温かい集団づくりに努めます。 

・ 一人一人が活躍できる、話合いを重視した学級集団づくり 

・ 生徒会が自主的に行う取組（異学年交流、生徒集会、あいさつ運動、青少年赤十字活動等）



の支援 

・ 人権・同和教育の充実（“いじめを考える”人権集会・学級討論会、人権放送、私の人権宣言 

等） 

・ インターネット等、情報モラルに関する授業や指導の継続 

・ 道徳教育の充実（「考え、議論する」道徳の授業） 

  

 ④ 教育相談の取組 

    いじめを未然に防ぐため、次のような日頃の取組により、早期の実態把握と生徒が訴えやすい

雰囲気をつくります。 

   ・ 日頃からのコミュニケーションづくり 

   ・ 『メモ帳』（生活ノート）の活用 

   ・ 諸調査・アンケートの活用（教育相談アンケート、アンケートＱＵ、意識調査 等） 

   ・ 定期的な教育相談の実施 

   ・ 教職員同士の連携による、休み時間や教室移動、放課後の活動等の指導体制の整備、生徒日

報での情報共有 

   ・ スクールカウンセラーの活用 

  

 ⑤ 保護者や地域との連携 

    保護者や地域住民の理解のもと、共に生徒を育てていくため、次のような取組を行います。 

   ・ 人権教育、道徳の時間等の授業公開 

   ・ ＰＴＡ人権講演会の実施 

   ・ ネットトラブル防止に関する保護者研修会の実施 

   ・ 地域行事への生徒のボランティアスタッフとしての参加 

   ・ 職場体験学習の実施 

   ・ 学校だより、学年・学級だより等の発行 

  

 ⑥ 関係機関との連携 

専門家をはじめ異なる視点からの意見を指導に役立てるため、次のような関係機関と連携しま

す。 

   ・ 民生児童委員、地域の交流センター等との連携 

・ 人権擁護委員、警察、インターネット・携帯電話事業者等との連携 

  

 ⑦ 教職員研修の実施 

    教職員のいじめ防止に対する意識向上を図るため、積極的に研修を行います。 

   ・ 「いじめ問題対応の手引き」、「安来市不登校対応リーフレット」等を活用した研修 

   ・ 授業公開による教員相互の研修 

 

 

 

 



３ いじめ発生時の対処 

 (1) いじめへの対処方針 

  ① いじめの発見・通報を受けたときの対応 

   ・ いじめの発見・通報を受けた場合には、速やかに事実関係を確認し、いじめを受けた生徒や

知らせてきた生徒の安全を確保します。 

   ・ いじめの発見・通報を受けた場合は、特定の教職員が抱え込まず、組織的に対応します。 

  

 ② いじめを受けた生徒と保護者への支援 

   ・ いじめを受けた生徒から、聴取を行い、家庭訪問等により速やかに保護者に事実関係を伝え

るとともに、今後の対応等について情報共有を行います。   

   ・ いじめを受けた生徒の不安を取り除くなどの心のケアを行うとともに、生徒にとって信頼で

きる人と連携し、継続的に寄り添える体制をつくります。 

  

 ③ いじめを行った生徒への指導と保護者への助言 

   ・ いじめを行ったとされる生徒からも事実関係の聴取を行い、いじめがあったことが確認され

た場合、ただちに複数の教員で組織的にいじめをやめさせ、再発防止の措置と、継続的な指導

を行います。また、いじめを行った生徒の保護者にも事実関係を説明し、再発防止への協力を

依頼します。 

   ・ いじめを行った生徒については、いじめを受けた生徒が使用する教室以外の場所において学

習させるなど、いじめを受けた生徒のみならず、他の生徒が安心して教育を受けられるように

するための措置を講じることがあります。 

   ・ 校長は、いじめを行っている生徒に対して、教育上必要があると認めるときは、適切に懲戒

を加える場合があります。 

   ・ いじめを確認した際には、いじめをやめさせ、再発を防止するため、専門的な知識を有する

者の協力を得つつ、いじめを行った生徒の保護者に対する助言を継続的に行います。 

・ いじめを受けた生徒の保護者といじめを行った生徒の保護者との間で、争いが起こらないよ

うに配慮します。 

 

  ④ いじめが起きた集団への働きかけ 

   ・ 加害者や被害者だけでなく、いじめを傍観していた生徒に対しても、自分の問題として捉え

させ、やめさせたり、誰かに知らせたりする勇気をもつよう指導します。 

   ・ 同調したり、傍観したりすることもいじめに荷担する行為であることを理解させます。 

  

 ⑤ 情報提供、共通理解 

   ・ 全教職員に対し、事実関係や対応方針、具体的な対応方法等について共通理解を図ります。 

・ 安来市教育委員会に経緯を報告します。 

・ 全保護者、地域への情報提供の必要性について、ＰＴＡ会長等と検討します。 

 

 

 



(2) 重大事態への対処  

  ① いじめにより在籍する生徒の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認められ

る場合、及びいじめにより在籍する生徒が「相当な期間」学校を欠席することを余儀なくされて

いる疑いが認められた場合には、速やかに調査を行います。 

 

② いじめが犯罪行為として取り扱われるべきと認めるときは、所轄警察署と連携して対処します。

特に生徒の身体又は財産に重大な被害が生じるおそれがあるときは、ただちに所轄警察署に通報

し、援助を要請します。 

   

③ 重大事態が発生した際には、速やかに教育委員会に報告し、指導・助言を仰ぎます。 

 

 

 (3) 評価と検証 

いじめ防止等に向けた取組について、学校評価等を用いて検証し、その結果を教育委員会及び

保護者に報告します。 


